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成人おめでとう！

124人の新成人が誕生しました。

&議会だより

子や孫に誇れる郷土　江北

広報こうほく
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まちの人口
（平成26年12月31日現在）2015

February
Vol.261 2 人　口

　男　
　女　
世帯数

9,728人
4,602人
5,126人

3,261世帯

前年同月比
（平成25年12月31日現在）2015

February
Vol.261 2 9,695人

4,580人
5,115人
3,205世帯
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１
月
４
日（
日
）、江
北
町
公
民
館
に
お

い
て
成
人
式
が
執
り
行
わ
れ
、1
2
4
人

の
新
成
人
が
江
北
町
か
ら
誕
生
し
ま
し

た
。

　
晴
れ
や
か
な
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た

新
成
人
た
ち
は
、友
人
や
恩
師
と
の
久
し

ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　
第
１
部
の
式
典
で
は
、多
く
の
方
か
ら

祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　
田
中
町
長
は
祝
辞
の
中
で
、「
夢
は
近

づ
く
と
目
標
に
変
わ
る
。一
つ
ず
つ
目
標

を
達
成
し
て
い
き
、夢
を
叶
え
て
く
だ
さ

い
」と
新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
成
人
者
の
集
い
で
は
、小
中

学
生
の
頃
の
写
真
を
主
に
製
作
さ
れ
た

自
作
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
上
映
、近
況

報
告
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、恩
師
へ
感
謝
の
花
束
を
贈
呈
す

る
場
面
で
は
、感
謝
の
言
葉
を
添
え
て
渡

し
て
お
り
、精
神
的
に
も
大
き
く
成
長
し

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
み
な
さ
ん
、社
会
の
一
員
と

し
て
、共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
こ
の

二
十
年
間
、私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
方
々
に

支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　そ
の
中
で
も
、私
た
ち
の
一
番
近
く
で
寄
り

添
っ
て
く
れ
た
存
在
が
家
族
で
す
。今
ま
で
支
え
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。家
族
の
お
か
げ
で
、

前
を
向
い
て
二
十
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　大
人
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、自
立
が
連
想
さ
れ
ま

す
。自
立
し
責
任
を
持
つ
こ
と
は
大
人
と
し
て
の
絶
対

条
件
で
す
。

　し
か
し
、そ
れ
よ
り
重
要
な
の
は
、良
い
仲
間
を
見

つ
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。責
任
や
自
立
と
聞
く

と
、ど
う
し
て
も
一
人
で
な
ん
で
も
し
な
け
れ
ば
と
思

い
が
ち
で
す
が
、そ
う
で
は
な
く
、相
談
し
た
り
励
ま

し
て
も
ら
っ
た
り
、協
力
し
た
り
で
き
る
仲
間
の
存
在

は
何
よ
り
も
大
き
な
力
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　仲
間
と
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、自
分
の
職
業
を

身
に
つ
け
、社
会
の
一
員
と
し
て
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。新

成
人
代
表

　嶋

　航
希（
浪
花
区
）

（
紙
面
の
都
合
上
、内
容
を
抜
粋
し
て
い
ま
す
）

成
人
者
代
表
答
辞

新成人としての抱負新成人としての抱負
● 

向
上
心
を
忘
れ
な
い

● 

夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る

● 

B
I
G
な
大
人
に
な
り
ま
す
！

● 

盛
り
上
げ
た
い

● 

飲
酒
運
転
を
絶
対
に
し
な
い

● 

大
学
を
卒
業
す
る

● 

ち
ゃ
ん
と
し
た
大
人
に
な
り
ま
す
！

● 

責
任
感
を
持
っ
た
大
人
に
な
り
た
い

● 

夢
に
向
か
っ
て
前
進
！

● 

目
指
せ
T
O
E
I
C
8
0
0
点
！

● 

国
家
試
験
合
格
し
ま
す
！

● 

社
会
人
に
な
り
２
年
目
。

　 

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す

● 

と
に
か
く
仕
事
を
頑
張
る

● 

責
任
あ
る
行
動
を
す
る

● 

優
し
い
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

　 

し
っ
か
り
し
た〝
大
人
〞の
女
性
に
な
る

● 

素
敵
な
女
性
に
な
り
た
い
！

● 

成
人
と
と
も
に
就
職
。

　 

仕
事
を
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

● 

自
立
す
る
！

● 

も
っ
と
大
人
の
女
性
に
な
る
♡

● 

料
理
上
手
に
な
り
ま
す
！

● 

感
謝
を
忘
れ
ず
夢
に
前
進

● 

し
っ
か
り
稼
ぎ
、親
孝
行
す
る

● 

２
年
後
の
国
家
試
験
に
合
格
し
、

　 

立
派
な
理
学
療
法
士
に
な
る
！

● 

大
人
と
し
て
自
覚
し
、

　 

自
分
の
言
動
に
気
を
付
け
た
い

自
立
自
立 成人成人仲
間
仲
間
感
謝
感
謝
責
任
責
任
目
標
目
標夢夢
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12/23 クリスマスライトファンタジー

12/7 第6回 ソフトバレーボール大会
　
12
月
７
日（
日
）、
ネ
イ
ブ
ル
に
お

い
て
第
６
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
親
睦

を
深
め
な
が
ら
も
、
技
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　
昨
年
12
月
16
日（
火
）、
冬
の

交
通
安
全
運
動
期
間
に
伴
い
、

江
北
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
を
対
象

に
交
通
安
全
講
話
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
講
話
で
は
、
佐
賀
県
内
で
発

生
し
た
振
り
込
め
詐
欺
の
事
例

紹
介
等
、
啓
発
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
機
械
を
使
い
、
様
々

な
場
所
、
時
間
帯
、
天
候
等
で

道
路
を
模
擬
的
に
横
断
し
、
ど

の
よ
う
な
時
に
事
故
が
起
き
や

す
い
か
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め

に
、
安
全
確
認
・
周
囲
を
よ
く

見
る
・
反
射
材
等
を
装
着
し
、

運
転
手
に
よ
く
見
え
る
服
装
を

す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

老人クラブを対象に交通安全講話が開催されました

　
12
月
23
日（
火
）、
ネ
イ
ブ
ル
で
毎
年
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
ラ

イ
ト
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ケ
ー
キ
バ
イ
キ
ン
グ
や
総
合
体
験
型
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
会
、

歌
や
ダ
ン
ス
、
出
店
コ
ー
ナ
ー
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
な
ど
が
会

場
を
大
き
く
賑
わ
せ
ま
し
た
。

　
屋
外
で
は
、
バ
ル
ー
ン
係
留
飛

行
が
フ
ワ
リ
と
浮
き
上
が
り
、
バ
ー

ナ
ー
の
炎
が
幻
想
的
に
夜
空
を
彩

り
ま
し
た
。

　
会
場
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

江
北
町
に

サ
ン
タ
さ
ん
が

や
っ
て
き
ま
し
た
！

△

う
る
る

△

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

フ
リ
ー
の
部
　
６
チ
ー
ム
参
加

　
優
　勝
　
宿
シ
ニ
ア

　
準
優
勝
　
八
町
北
シ
ニ
ア

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
　
６
チ
ー
ム
参
加

　
優
　勝
　
浪
花
ガ
ー
ル
ズ

　
準
優
勝
　
宿
レ
デ
ィ
ー
ス

健
康
ふ
れ
あ
い
の
部
　
５
チ
ー
ム
参
加

　
優
　勝
　
平
山
ふ
れ
あ
い
Ａ

　
準
優
勝
　
上
分
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち

交通安全講話等のお申し込みは、白石警察署
（TEL：84-2021）までお願いします。

　
初
雪
が
降
り
し
き
る
元
旦
の

早
朝
に
行
わ
れ
た
初
日
の
出
登

山
は
、
花
山
球
場
ふ
も
と
か
ら

白
木
パ
ノ
ラ
マ
孔
園
ま
で
の
道

の
り
と
な
り
ま
す
。

　
新
年
早
々
顔
を
合
わ
せ
、
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
と
参
加
者
は
声
を
掛
け
あ

い
登
山
を
し
ま
し
た
。

　
田
中
町
長
は
新
年
の
挨
拶
の

中
で
「
未
（
ひ
つ
じ
）
の
よ
う

に
優
し
く
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

初日の出登山

参加者のみなさん、お疲れ様でした！

　
ビ
ッ
キ
ー
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
ス

マ
イ
ル
は
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち

で
構
成
さ
れ
る
地
域
活
動
団
体
で

す
。

　
同
団
体
は
、
観
音
下
区
長
の
百

武
さ
ん
に
「
馬
頭
観
音
物
語
」
を

聞
き
、
紙
芝
居
を
創
作
し
ま
し
た
。

　
練
習
を
重
ね
、
永
林
寺
保
育
園

や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
上
演
し
た

と
こ
ろ
、
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
上
演
を
終
え
て
、「
ま
た
、
来
て

ね
と
言
わ
れ
て
嬉
し
か
っ
た
」
と

充
実
し
た
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ビ
ッ
キ
ー
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
ス

マ
イ
ル
で
は
、
江
北
町
の
昔
話
を

集
め
て
い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
い
ろ
ん
な
お

話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

心をつなぐふるさと紙芝居  ビッキーズ・ジュニア・スマイルが披露

　（
故
）
岸
川
義
晴
さ
ん
（
土
元

区
）
が
旭
日
単
光
章
を
内
閣
府

か
ら
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
岸
川
さ
ん
は
、
平
成
７
年
５

月
か
ら
平
成
19
年
４
月
ま
で
の

間
、
３
期
12
年
の
永
き
に
わ
た

り
江
北
町
議
会
議
員
を
務
め
ら

れ
、
議
会
運
営
は
も
と
よ
り
町

行
政
の
円
滑
な
運
営
と
地
方
自

治
の
健
全
な
発
展
に
尽
く
さ
れ
、

地
域
住
民
の
生
活
の
安
定
向
上

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
岸
川
さ
ん
は
平
成
20

年
４
月
か
ら
平
成
22
年
３
月
ま

で
区
長
会
の
会
長
と
し
て
、
町

政
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　
ご
功
労
・
ご
功
績
に
対
し
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

（故）岸川義晴さん（土元区）　旭日単光章を受章

現在 24名のメンバーがいます。誰でもこの
活動に参加できます。ぜひ、ご参加ください。
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６
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催
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た
。
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。
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介
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。
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催
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。
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介
し

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

江
北
町
に

サ
ン
タ
さ
ん
が

や
っ
て
き
ま
し
た
！
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る
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６
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デ
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６
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デ
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Ａ
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花
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。
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述
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。
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「確定申告」日程のお知らせ

受付時間 ： 午前８時30分から午後５時00分まで（昼休憩／午後12時00分から午後１時00分まで）
受付場所 ： 江北町役場　（北側）　郷土資料館　１階会議室
　　　　　 お問い合わせ　江北町役場　町民課　税務係　TEL０９５２－８６－５６１３

月　 日 曜 午　前 午　後
2月16日
2月17日
2月18日
2月19日
2月20日
2月23日
2月24日
2月25日
2月26日
2月27日
3月  1日
3月  2日
3月  3日
3月  4日
3月  5日
3月  6日
3月  9日
3月10日
3月11日
3月12日
3月13日
3月16日

月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
日
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
月

岳
宿

上　区
新　宿
野　口
祖子分
下　分

上　惣
下　惣
八　中
八　北
大　西
東　区
南　郷
東　分
土　元

浪　花　・　仲　町　・　平　山　・　日ノ出　 
鹿の口 ・ 新　町　・　岩　屋　・　高　砂 

門　前　・　花　祭　・　白　木 

日曜日申告受付

申告整理日
申告整理日

石　原
申告整理
観音下
西　分
上　分
馬　場

申告整理

江　口　・　正　徳
申告整理
八　南

申告整理
申告整理
申告整理
申告整理
申告整理
申告整理

　平成26年分所得税・消費税及び地方消費税の確定申告並びに平成27年度住民税申告を、下記日程のと
おり実施します。確定申告に必要な書類等（平成26年分の収入・支出が分かるもの、医療費控除分の領収書
及び合計額、源泉徴収票、各種控除証明書、認印等）は早めに準備し、申告時にご持参ください。
　また、消費税の申告が必要な方は、課税売上高等の金額が分かる資料等が必要となりますので、事前に
準備しておいてください。（簡易課税のみ受け付けます。）
　申告後半になると大変混雑いたします。早めに準備して確定申告を済ませましょう。

平成26年分所得税・消費税及び地方消費税の確定申告並びに平成27年度住民税申告日程表

 消費税及び地方消費税確定申告　　平成27年2月16日（月）から平成27年3月31日（火）まで
＊ただし、閉庁日（土・日・祭日）を除く

　江北中学校西側には「学級園」があります。ここでは大根や白菜、水菜、玉ねぎ、南瓜
等が季節に応じて作られています。また、校内では椎茸栽培も行われています。これらの
栽培活動は、なかよし学級の授業の一環です。今年度の文化発表会では、保護者の皆さま
をお客様とした接客の学習も実施することができました。
　これらの栽培活動に加え、平成26年度から郷土の自然や生物への興味・関心を高めるこ
とを目標に、生命と環境を考える新たな栽培実験と飼育活動を校内で始めました。以下
に、それぞれの内容について報告します。
○ 栽培実験
　郷土を流れる六角川河口域に生息し、絶滅が心配されるシチメンソウ。本種を増やすた
めの水道水を使った栽培実験を、なかよし学級の生徒と始めました。さらに、今年度新た
に募った生物同好会の生徒を加え、３学期からは先進的な「植物工場」を参考に、野菜等
の屋内における水耕栽培に挑戦します。
○ 飼育活動
　地域の多様な生き物に触れる機会として、学校横のクリークに生息する淡水魚・エビ類
と、九州の主な放流魚を飼育しながら、閉鎖循環式・簡易水槽システムの開発と研究を
行っています。複数の水槽は生徒が往来する職員室横と玄関に置かれ、今後、ウニ・アワ
ビの研究にも挑戦する計画です。
○ 研究発表
　以上の飼育・研究活動を、生物同好会となかよし学級の代表が「ヒラメの校内簡易飼育
法の開発と研究」としてまとめ、今年度杵島・武雄地区児童生徒理科研究発表会で特選を
いただきました。また、地区の代表として参加した県大会では「吉野ケ里町長賞」を頂く
こともできました。さらに、文化発表会においては、飼育生物の水槽展示を多くの地域の
皆さんに公開することもできました。
　これらは、関係の皆様のご支援・ご協力のおかげです。紙面をお借りし、お礼を申し上
げます。今後とも皆様のご指導を頂きながら飼育栽培・研究活動を継続できればと考えて
います。
○ 増殖・移植活動
　今後、生物の保全や資源確保に向けた活動として、栽培活動で得られたシチメンソウ種
子を播種後、６月頃に住之江港の干潟に移植予定です。また、ヒラメ４匹が12月現在・全
長約20cmに成長したので、３月には海へ放流する予定です。淡水生物も成長の進んだ個体
から、採取したクリークへ少しずつ放流していく予定です。

最後に
　未来を生きる子どもたちだからこそ、多様な生き物（命）と適した環境に触れ、慈し
み・考え・育む体験が今この時期に大切だと考えています。今後、この飼育・栽培活動
が、母校を卒業していく生徒の学びや進路、育み、癒し等のきっかけになればと願いま
す。また、未来の郷土の豊かな自然環境を見守り、支え、生かす取組の輪の中に、目の前
の子どもたちが成人した姿でいてくれたらと願っています。

教 育 の
ス ス メ 江北中学校での飼育・栽培活動の紹介

江北町立江北中学校　教頭　下山田　隆
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　また、消費税の申告が必要な方は、課税売上高等の金額が分かる資料等が必要となりますので、事前に
準備しておいてください。（簡易課税のみ受け付けます。）
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就学援助のご案内

平成27年度　育英資金貸付学生の募集

町内にお住まいで、江北小・中学校に通うお子さんがいる世帯で、経済的理由により学用品等の
支払いにお困りのご家庭に対して、その費用の一部を援助する制度です。

１．就学援助とは

申請書は、教育委員会教育課学校教育係に準備しておりますので、必要事項を記入して教育委
員会教育課学校教育係へ提出してください。※申請については年度ごとに必要です。

２．申請

江北町教育委員会において認定の可否を決定します。なお、認定に際して、学校長・民生委員に
意見を求めることがありますので、ご了承ください。

３．認定について

認定されますと、学用品費・修学旅行費・給食費など就学に必要な費用の一部が援助されます。
４．援助について

・申請時において、大学（短大を含む）、高等専門学校、中等教育学校（後期課程）又は高等学校に  
 在学する江北町内に居住する者の子弟であること。
・向学心に富み、学力が優れていること。
・学資の支弁が困難であること。

１．応募要件

・江北町育英学生候補者選考委員会において貸付学生を決定します。
２．選考方法

・江北町教育委員会に申請書を準備しております。
４．申請窓口

・平成27年５月11日（月）まで

※貸付を受けた者は、卒業後1年間を
経過したときから10年以内に返還
しなければなりません。繰上げ返
還も可能です。

５．申込締切

・大学（短大を含む）生に対する貸付金　360,000円
・高等専門学校生に対する貸付金　　　156,000円
・高校生に対する貸付金　　　　　　　108,000円
・貸付金については四半期（6,9,12,1月）に口座振込（本人名義）となります。

３．貸付の種類及び金額（年額）

○ お問い合わせ先　江北町教育委員会　教育課学校教育係　TEL（0952）86－5621
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土
渕
茂
勝　

議
員

問　

保
護
者
の
経
済
的
格

差
が
広
が
る
中
で
、
全
国

的
に
見
て
６
人
に
１
人
が

充
分
な
食
事
を
摂
れ
な
い

現
状
が
あ
る
。
学
校
給
食

は
教
育
の
一
環
で
も
あ
り

無
償
に
す
る
の
が
本
筋
だ
。

窮
状
を
ふ
ま
え
て
、
学
校

給
食
を
無
償
に
す
る
よ
う

求
め
る
。

町
長　

子
育
て
支
援
条
例

に
よ
り
小
学
校
１
年
生
、

中
学
校
１
年
生
、
そ
れ
に

第
３
子
以
降
の
児
童
生
徒

の
保
護
者
に
給
食
の
助
成

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
経

費
は
本
年
度
で
１
０
８
４

万
２
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

学
校
給
食
を
完
全
無
料
化

に
す
れ
ば
、
３
７
０
０
万

円
が
必
要
と
な
る
。
今
の

と
こ
ろ
、
町
と
し
て
は
考

え
て
い
な
い
。

問　

財
務
省
は
、
現
在
行

わ
れ
て
い
る
小
学
校
の
35

人
学
級
を
40
人
学
級
に
戻

す
よ
う
求
め
て
い
る
。
35

人
学
級
は
、
教
育
関
係
者
、

保
護
者
の
長
年
の
運
動
に

よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
だ
。

国
・
県
に
対
し
て
35
人
学

級
を
全
学
年
に
広
げ
、
さ

ら
に
30
人
学
級
に
前
進
す

る
よ
う
働
き
か
け
る
べ
き

だ
。

教
育
長　

最
近
の
学
校
は
、

い
じ
め
、
暴
力
行
為
、
不

登
校
な
ど
の
深
刻
な
問
題

や
、
障
害
の
あ
る
子
供
な

ど
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
子
供
た
ち
が
増
え
て

い
る
。
学
校
が
抱
え
る
課

題
に
適
切
に
対
応
し
て
、

子
ど
も
た
ち
１
人
ひ
と
り

に
質
の
高
い
教
育
を
行
え

る
よ
う
に
、
少
人
数
学
級

を
強
く
求
め
て
い
る
。

町
長　

教
育
長
が
答
弁
し

た
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け

35
人
以
下
に
な
る
よ
う
に

国
に
働
き
か
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

問　

公
文
書
の
管
理
、
保

存
に
つ
い
て
、
そ
の
重
要

性
が
い
ま
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
町
の
情
報
公
開
条
例

39
条
で
は
、
完
結
し
た
文

書
は
各
課
に
お
い
て
編
纂

し
、
保
存
す
る
と
な
っ
て

お
り
、
保
存
期
間
は
、
永

久
保
存
、
10
年
保
存
、
５

年
保
存
、
１
年
保
存
と
な

っ
て
い
る
。

　

公
文
書
は
町
民
の
財
産

と
し
て
公
開
を
原
則
と
し
、

各
課
バ
ラ
バ
ラ
に
保
存
す

る
の
で
は
な
く
、
１
ヶ
所

に
ま
と
め
閲
覧
が
で
き
る

よ
う
に
改
善
を
求
め
る
。

町
長　

文
書
の
整
理
は
、

年
度
終
了
後
に
、
保
存
年

度
が
終
了
し
た
文
書
に
つ

い
て
は
、
廃
棄
し
、
保
存

が
必
要
な
文
書
に
つ
い
て

は
、
各
課
の
フ
ロ
ア
や
書

庫
に
保
管
し
て
い
る
。

　

文
書
の
公
開
に
つ
い
て

は
、
決
算
の
状
況
な
ど
公

表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
も
の
や
、
国
保
制
度
の

改
正
な
ど
町
の
判
断
に
よ

り
広
報
な
ど
を
活
用
し
て

行
っ
て
い
る
。

無料化は考えていない、少人数学級は求めていく町長

一
般
質
問

学校給食を無料に、
35人以下学級は全学年に拡充を

町
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

町
長　

公
開
は
情
報
公
開
条
例
で
す
す
め
る

公
文
書
は
町
民
の
財
産
と
し
て

公
開
を
原
則
と
す
べ
き
だ

江北中学校　給食の時間
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西
原
好
文　

議
員

問　

人
口
減
少
克
服
へ
の

交
付
金
と
称
し
て
、
11
月

21
日
の
国
会
で
地
域
創
生

法
案
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。

町
と
し
て
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
案
」
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
取
組
ま

れ
て
い
く
の
か
。

町
長　

本
町
の
計
画
策
定

時
に
お
い
て
は
、
第
５
次

総
合
計
画
に
基
づ
き
実
施

し
て
い
る
施
策
と
、
こ
の

法
律
に
お
い
て
本
町
が
講

ず
べ
き
施
策
と
を
調
整
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

７
つ
の
基
本
理
念
を

上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
の
基
本
理
念
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

町
長　

来
年
は
総
合
計
画

の
前
期
が
終
わ
り
、
後
期

の
総
合
計
画
を
つ
く
る
年

と
な
っ
て
い
る
。
今
年
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
等

を
課
長
会
の
中
で
検
討
し

て
い
く
。

問　

結
婚
・
出
産
・
育
児

に
つ
い
て
希
望
が
持
て
る

社
会
と
は
。

町
長　

商
工
会
・
農
協
青

年
部
が
や
っ
て
い
る
お
見

合
い
の
機
会
だ
と
か
、
子

ど
も
を
産
み
た
く
て
も
産

め
な
い
人
へ
の
助
成
と
か

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
「
し
ご
と
」
と
生
活

の
調
和
を
図
ら
れ
る
よ
う

な
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
。

町
長　

議
員
と
一
緒
に
視

察
に
行
っ
た
佐
藤
食
品
の

米
飯
工
場
の
誘
致
と
か
、

雇
用
の
場
ば
か
り
で
は
な

く
、
わ
が
町
は
地
理
的
条

件
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で

ど
こ
へ
で
も
通
勤
が
で
き

る
と
い
う
の
が
一
番
の
売

り
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
宣
伝
し
な
が
ら
人

口
が
な
る
べ
く
減
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
き
た
い

問　

地
域
の
実
情
に
応
じ
、

地
方
公
共
団
体
相
互
の
連

携
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　

一
部
事
務
組
合
等

で
、
広
域
圏
で
ご
み
処
理

場
を
造
っ
た
り
、
今
回
、

し
尿
処
理
場
の
改
築
等
も

よ
そ
の
町
と
連
携
を
し
な

が
ら
行
っ
て
い
る
。

問　

佐
賀
空
港
か
ら
の
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
等
の
路
線
計

画
は
。

町
長　

タ
ク
シ
ー
会
社
等

の
事
も
あ
る
の
で
、
今
後

十
分
に
考
え
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　

空
き
家
等
の
利
活
用

を
含
め
、
今
後
ど
こ
ま
で

上
小
田
地
域
の
振
興
に
取

組
ま
れ
る
の
か
。

町
長　

上
小
田
で
の
空
き

家
空
き
店
舗
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
は
、
全
国
的

に
も
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
「
空
き
家
バ
ン

ク
」の
整
備
に
よ
る
移
住
・

定
住
支
援
に
も
取
組
ん
で

い
る
。
平
成
27
年
度
ま
で

は
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　

小
田
宿
ま
つ
り
は
今

後
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て

い
く
の
か
、
予
算
的
な
問

題
は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長　

今
年
の
小
田
宿
ま

つ
り
は
、
行
政
主
導
で
は

な
く
、
上
区
、
石
原
、
観

音
下
、
新
町
と
ま
ち
づ
く

り
座
談
会
の
代
表
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
る
、
長
崎

街
道
小
田
宿
ま
つ
り
実
行

委
員
会
を
設
置
し
て
、
ま

つ
り
の
企
画
か
ら
運
営
ま

で
地
元
の
方
々
で
実
施
を

し
て
い
た
だ
い
た
。
今
後

の
予
算
的
問
題
と
し
て
、

地
域
活
性
化
補
助
金
な
ど

の
対
象
に
な
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
る
。

問　

町
全
体
を
見
た
と
き
、

上
小
田
地
域
だ
け
で
果
た

し
て
よ
い
の
か
。

町
長　

最
も
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
上
小
田
地

区
を
地
域
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
今
回
実
施
し
た
。
今

後
、
地
域
か
ら
要
望
等
が

出
て
く
れ
ば
検
討
し
て
い

き
た
い
。

一
般
質
問 この法律において本町が講ずべき施策を　

調整しながら進めていきたい
町長

地方創生「まち・ひと・しごと
創生法案」への取組みは

小田宿まつり　乗馬体験

佐藤食品工業　新潟工場視察

上
小
田
地
域
の
振
興

と
今
後
の
取
組
み
は

町
長　

平
成
27
年
度
ま

で
は
支
援
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
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大
隈
敏
弘　

議
員

地理的優位性をＰＲするとともに
子育て支援も取り組んでいきたい

町長

人口減少に対応した
ふるさとづくりの対策は

問　

我
が
町
の
人
口
は
今

の
と
こ
ろ
横
ば
い
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
は
減
少
す
る

と
思
わ
れ
る
。
今
、
各
自

治
体
で
は
人
口
減
少
に
少

し
で
も
歯
止
め
を
か
け
よ

う
と
、
出
生
率
を
高
め
る

た
め
の
補
助
事
業
や
定
住

促
進
事
業
に
力
を
入
れ
た

り
、
多
様
な
対
策
を
行
っ

て
い
る
。
我
が
町
に
お
い

て
も
、
今
後
の
人
口
減
少

に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長　

本
町
も
人
口
減
少

は
免
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
思
う
。
い

か
に
し
て
減
少
幅
を

小
さ
く
し
て
い
く
か

が
重
要
だ
と
思
っ
て

い
る
。
今
後
も
本
町

の
地
理
的
優
位
性
を

十
分
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

く
と
と
も
に
、「
子
育

て
す
る
な
ら
江
北
町
」

と
思
わ
れ
る
よ
う
な

支
援
に
つ
い
て
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

我
が
町
に
お
い

て
も
子
育
て
支
援
策

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、

小
さ
い
子
供
す
ら
い
な
い

集
落
も
出
て
く
る
と
思
わ

れ
る
。
今
後
、
こ
う
し
た

集
落
に
対
し
て
の
対
策
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長　

子
供
が
い
な
い
集

落
に
対
し
て
の
対
策
は
、

人
口
減
少
に
よ
っ
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
が
保
て
な

く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
の
で
、
区
の
運
営
が
厳

し
く
な
る
よ
う
な
こ
と
が

出
て
く
れ
ば
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
、
行
政
区

の
統
合
な
ど
も
視
野
に
入

れ
て
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

問　

今
後
の
定
住
化
促
進

対
策
に
つ
い
て
、
あ
る
自

治
体
で
は
ふ
る
さ
と
づ
く

り
促
進
条
例
を
制
定
し
、

５
年
計
画
で
結
婚
、
技
術

研
修
、
後
継
者
就
業
な
ど

を
奨
励
す
る
事
業
を
行
い
、

少
し
で
も
定
住
化
を
図
る

努
力
を
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

促
進
条
例
及
び
定
住
促
進

事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
我
が
町
で
も
取
り
組

む
考
え
は
。

町
長　

本
町
は
、
駅
南
地

区
の
準
都
市
計
画
区
域
に

お
い
て
、
民
間
資
本
に
よ

る
住
宅
開
発
が
現
在
も
続

い
て
お
り
、
子
育
て
世
代

の
転
入
も
見
ら
れ
る
。
来

年
度
か
ら
は
空
き
家
バ
ン

ク
を
全
町
的
に
整
備
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

現
時
点
で
補
助
金
を
活
用

し
た
定
住
化
促
進
対
策
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

今
後
は
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
く
上
で
農

林
業
、
商
工
業
を
問
わ
ず

留
学
生
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

町
と
し
て
留
学
生

の
受
け
入
れ
は
考
え
て
い

な
い
。
民
間
で
や
ら
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。

問　

上
小
田
地
区
の
中
心

に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

方
が
活
動
さ
れ
て
い
る
。

本
町
も
ふ
る
さ
と
づ
く
り

促
進
事
業
を
制
定
し
、
活

力
あ
る
集
落
づ
く
り
の
支

援
活
動
な
ど
の
協
力
隊
員

を
増
や
し
、
今
後
は
町
全

体
に
活
力
あ
る
町
づ
く
り

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
。
こ
れ
に
つ
い

て
の
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

現
在
は
上
小
田
地

区
を
中
心
に
活
動
を
し
て

お
り
、
今
後
は
こ
れ
ま
で

実
施
し
て
き
た
活
動
を
町

全
体
に
取
り
組
む
よ
う
検

討
し
て
い
る
。

ＪＡ・商工青年部主催による地域活性化補助金
を活用したお見合いパーティ「苺一会」

子
ど
も
と

　
　
　
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
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問　

駅
南
地
区
で
は
宅
地

開
発
が
進
み
、
良
好
な
街

並
み
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
駅
北
側
の
県
道
沿

い
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず

い
つ
事
故
が
起
き
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
県
道
の
危
険
個
所
に

つ
い
て
、
安
全
対
策
を
講

じ
る
よ
う
一
昨
年
の
９
月

議
会
で
質
問
し
た
。
そ
の

時
の
答
弁
は
地
元
県
議
と

一
緒
に
な
っ
て
県
に
要
望

し
て
い
く
と
言
わ
れ
た
が
、

そ
の
後
ど
の
よ
う
に
進
ん

で
い
る
の
か
。
ロ
ー
ソ
ン

角
の
新
宿
歩
道
橋
に
つ
い

て
も
撤
去
で
き
れ
ば
と
答

弁
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の

対
応
は
。
駅
北
住
宅
地
区

の
整
備
手
法
と
し
て
、
街

並
み
環
境
整
備
事
業
、
土

地
区
画
整
理
事
業
、
沿
道

区
画
整
備
事
業
な
ど
を
検

討
し
て
は
。
駅
北
開
発
計

画
は
、
現
在
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
。

町
長　

地
元
の
県
議
と

県
・
町
の
関
係
者
で
現
地

立
会
を
し
て
お
り
、
歩
道

の
設
置
や
歩
道
橋
の
撤
去

に
つ
い
て
は
地
元
等
と
協

議
を
し
な
が
ら
進
め
る
こ

と
に
な
る
。
駅
北
開
発
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

の
第
５
次
総
合
計
画
や
過

疎
計
画
の
見
直
し
の
中
で

検
討
し
て
い
く
。

問　

駅
北
の
飲
食
街
通
り

は
旧
態
依
然
と
し
て
お
り
、

そ
の
後
の
対
策
が
出
来
て

い
な
い
。
関
係
者
と
の
話

は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
。

町
長　

家
屋
等
の
補
償
問

題
も
あ
り
、
現
在
数
名
の

協
力
を
戴
い
て
い
る
。
全

て
の
同
意
が
と
れ
れ
ば
県

議
と
一
緒
に
県
に
お
願
い

に
行
き
た
い
。

問　

本
町
の
農
業
振
興
地

域
で
あ
る
町
内
の
20
地
区

で
は
補
助
事
業
で
あ
る
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金

（
旧
、
農
地
・
水
）
事
業

の
中
で
水
路
の
泥
土
揚
げ

等
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
農
業
用
水
路
上

流
に
あ
る
宿
・
新
宿
地
区

は
農
振
除
外
地
区
で
あ
る

た
め
こ
の
補
助
の
適
用
は

受
け
ら
れ
な
い
。
同
じ
農

業
用
水
路
を
抱
え
る
地
区

で
あ
り
な
が
ら
不
均
衡
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ

の
農
振
除
外
地
区
の
泥
土

揚
げ
等
に
は
多
額
の
費
用

も
か
か
り
区
役
で
対
応
す

る
に
は
無
理
が
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
地
区
の
水
路
は

住
宅
地
内
を
通
っ
て
お
り

農
業
用
水
路
と
同
時
に
防

火
用
水
路
の
機
能
も
併
せ

持
っ
て
い
る
。
以
前
、
宿

区
内
で
住
宅
火
災
が
発
生

し
た
際
、
近
く
の
水
路
は

泥
土
が
堆
積
し
て
い
た
た

め
、
防
火
用
水
と
し
て
の

機
能
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。

こ
の
地
区
の
泥
土
揚
げ
等

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は

町
で
の
対
応
を
。

町
長　

宿
・
新
宿
地
区
の

水
路
の
浚
渫
に
つ
い
て
は

農
振
地
域
と
の
均
衡
を
図

る
た
め
、
年
次
計
画
を
立

て
て
、
地
元
の
協
力
を
得

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

井
上
敏
文　

議
員

総合計画、過疎計画の見直しの中で検討する町長

駅北地区の整備計画を進めよ

住宅地内を通る県道沿いの
農業用水路（宿地区）

駅北側の危険個所、県道沿い歩道がない飲食街通り

町
長　

宿
・
新
宿
地
区
水
路
の
泥
土
揚
げ
等
に

　
　
　

つ
い
て
は
年
次
計
画
で
対
応
し
て
い
く

水
路
の
維
持
管
理
、

町
内
均
衡
の
と
れ
た
施
策
を
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坂
井
正
隆　

議
員

不信感を持たれたことに対して、深くお詫びをし、
今後も警察、国土交通省とも協議をしていく

町長

町道門前～観音下線道路計画
地元説明会のあり方について

問　

現
在
、
町
道
門
前
～

観
音
下
線
は
部
分
的
に
工

事
が
進
ん
で
い
る
。
こ
う

い
う
中
、
10
月
３
日
、
第

１
回
目
の
地
元
説
明
会

（
観
音
下
）
が
開
催
さ
れ

た
。
説
明
会
で
明
ら
か
に

な
っ
た
の
は
、
国
道
34
号

線
と
現
、
観
音
下
～
東
分

線
の
交
差
す
る
付
近
で
車

の
進
入
禁
止
と
な
る
説
明

で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
地
元

住
民
は
「
生
活
道
路
で
あ

り
、
な
ぜ
通
ら
れ
な
い
の

か
」
な
ど
、
多
く
の
意
見

が
出
た
。
こ
う
い
う
大
事

な
内
容
を
な
ぜ
事
前
に
説

明
し
な
か
っ
た
の
か
。
現

道
が
進
入
禁
止
と
な
り
大

き
な
問
題
に
な
っ
た
事
例
、

県
道
江
北
～
芦
刈
線
、
ど

う
し
て
こ
の
問
題
点
を
生

か
せ
て
な
い
の
か
。
関
係

機
関
と
協
議
の
結
果
、「
行

き
止
ま
り
」
で
は
地
元

と
し
て
は
納
得
で
き
な

い
。
生
活
道
路
で
あ
り
通

学
路
で
も
あ
る
道
を
進
入

禁
止
に
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
絶
対
反
対
と
な
っ
た
。

こ
う
い
う
重
要
な
こ
と
を
、

ど
う
し
て
工
事
に
着
手
し

て
か
ら
説
明
会
を
し
た
の

か
。

町
長　

こ
の
道
路
計
画
に

つ
い
て
は
、
上
小
田
地
区

よ
り
の
要
望
書
も
提
出
さ

れ
、
23
年
度
よ
り
事
業
に

着
手
し
た
。
国
道
34
号
線

の
交
差
点
設
計
に
お
い
て

は
、
警
察
及
び
国
土
交
通

省
と
協
議
を
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
結

果
に
つ
い
て
地
元
観
音
下

区
の
皆
さ
ま
に
十
分
な
説

明
を
し
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
10
月
３
日

と
11
月
10
日
に
説
明
会
を

さ
せ
て
頂
い
た
が
、
地
元

の
方
に
対
し
て
大
変
迷
惑

を
か
け
た
。
幾
ら
か
の
進

展
は
あ
っ
た
が
、
今
後
も

警
察
及
び
国
土
交
通
省
と

協
議
を
し
て
い
く
。

問　

３
回
目
の
説
明
会
で

は
地
元
の
要
望
が
取
り
入

れ
ら
れ
た
か
と
思
う
が
、

着
工
前
に
何
の
説
明
も
な

か
っ
た
。
副
町
長
は
職
員

の
監
督
義
務
が
あ
る
と
思

う
。
も
う
少
し
職
員
の
監

督
を
す
る
べ
き
で
は
。　

副
町
長　

地
元
説
明
会
は

当
然
出
来
て
い
た
も
の
と

思
っ
て
い
た
。
今
後
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ

う
、
職
員
に
注
意
を
す
る
。

問　

２
月
か
ら
確
定
申
告

が
始
ま
る
が
、
地
方
税

法
２
９
４
条
、
第
３
項

に
「
市
町
村
は
、
当
該
市

町
村
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
な
い
個
人

が
当
該
市
町
村
内
に
住
所

を
有
す
る
者
で
あ
る
場
合

に
は
、
そ
の
者
を
当
該
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
、

そ
の
者
に
市
町
村
民
税
を

課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

と
の
記
載
が
あ
る
。
平
た

く
言
え
ば
、
住
民
登
録
が

無
く
て
も
住
ん
で
い
れ
ば

課
税
が
出
来
る
と
い
う
法

律
で
、
わ
が
町
に
住
ん
で

住
民
票
が
無
く
て
生
活
を

さ
れ
て
い
る
方
た
ち
が
お

ら
れ
る
と
思
う
。
い
ろ
ん

な
意
味
で
町
の
サ
ー
ビ
ス
、

例
え
ば
水
道
、
ご
み
収
集

等
が
あ
る
。
環
境
課
、
町

民
課
及
び
関
係
各
課
で
連

携
を
と
っ
て
対
応
す
べ
き

で
は
。

町
長　

住
民
登
録
を
さ
れ

て
い
な
い
方
へ
の
住
民
税

の
課
税
に
つ
い
て
は
地
方

税
法
第
２
９
４
条
第
３
項

に
規
定
が
あ
り
、
住
民
登

録
を
し
て
い
な
く
て
も
実

態
と
し
て
住
所
を
有
し
て

い
れ
ば
課
税
す
る
こ
と
が

出
来
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
規
定
に
基
づ
き

今
年
度
は
10
名
の
方
が
課

税
対
象
と
な
っ
て
い
て
、

そ
の
課
税
額
は
、
１
１
３

万
６
，
１
０
０
円
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
環
境
課

等
と
連
携
を
し
な
が
ら
調

査
を
し
て
い
く
。

住
民
登
録
さ
れ
て
い
な

い
個
人
へ
の
課
税
は

町
長　

住
民
登
録
し
て

い
な
く
て
も
課
税
は
し

て
い
る

国道34号と町道との交差点　魚市場付近
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池
田
和
幸　

議
員

イベントも含め、地域の方の知識と知恵により
上小田地区全体を盛り上げてほしい

町長

問　

自
然
や
歴
史
、
史
跡
、

文
化
財
等
の
整
備
及
び
伝

統
に
つ
い
て
、
観
光
も
含

め
た
上
小
田
地
区
の
イ
メ

ー
ジ
づ
く
り
の
考
え
は
。

町
長　

今
年
度
は
佐
賀
農

高
生
が
「
江
北
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
」
と
し
て
町
内
外

か
ら
の
参
加
者
に
対
し
上

小
田
の
ま
ち
並
み
を
紹
介

し
た
。
ま
た
関
川
家
住
宅

が
「
22
世
紀
に
残
す
佐
賀

県
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
た
。

問　

町
道
門
前
～
観
音
下

線
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　

現
在
、
水
路
の
道

路
横
断
管
渠
の
工
事
を
し

て
お
り
、
今
後
は
情
報
ボ

ッ
ク
ス
の
仮
移
設
、
34
号

交
差
点
改
良
工
事
等
を
行

い
、
27
年
度
中
に
完
了
の

予
定
。

問　

新
設
道
路
の
地
域
振

興
策
は
。

町
長　

34
号
バ
イ
パ
ス
に

直
結
す
る
幹
線
道
路
を
完

成
さ
せ
、
上
小
田
地
区
の

利
便
性
の
向
上
と
活
性
化

に
活
か
し
た
い
。

問　

空
き
家
、
空
き
店
舗

対
策
、
今
後
の
取
組
み
は
。

町
長　

危
険
家
屋
等
の
解

体
を
含
め
た
助
言
指
導
等

を
行
い
、
27
年
度
か
ら
は
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
整
備
を

全
町
的
に
取
り
組
む
。

問　

町
営
住
宅
建
設
に
よ

る
風
の
害
や
日
照
権
、
電

波
障
害
は
。

町
長　

風
の
害
や
日
照
権

の
影
響
は
な
い
。
電
波
障

害
は
影
響
が
想
定
さ
れ
る

の
で
今
、
協
議
し
て
い
る
。

建
設
課
長 　

共
同
ア
ン

テ
ナ
で
対
応
し
、
維
持
管

理
は
町
で
し
て
い
く
。

問　

イ
ベ
ン
ト
等
、
今
後

の
催
し
の
考
え
は
。

町
長　

地
域
の
方
々
の
知

恵
と
知
識
に
よ
り
上
小
田

地
区
全
体
を
盛
り
上
げ
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

問　

岳
地
区
の
産
業
廃
棄

物
処
理
施
設
に
つ
い
て
、

平
成
23
年
10
月
に
県
に
代

表
者
変
更
の
手
続
き
を
し

て
い
る
。
町
は
把
握
し
て

い
た
の
か
。

町
長　

10
月
に
県
よ
り
連

絡
が
あ
り
、
11
月
に
地
元

か
ら
現
地
調
査
の
依
頼
が

あ
っ
た
時
に
報
告
し
た
。

問　

町
と
の
協
定
が
平
成

24
年
７
月
に
ず
れ
込
ん
だ

理
由
は
。

町
長　

前
代
表
者
、
新
代

表
者
、
地
元
、
県
と
の
日

程
調
整
に
よ
り
遅
れ
た
。

問　

協
定
書
に
水
質
検
査

の
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
、

地
元
へ
の
対
応
は
。

町
長　

県
が
２
ヶ
月
に
１

回
水
質
検
査
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
ま
で
に
異
常
の

報
告
は
な
い
。

環
境
課
長　

地
元
に
も
説

明
を
し
て
い
く
。

問　

今
後
、
町
と
し
て
の

立
場
及
び
管
理
は
。

町
長　

地
元
の
意
見
や
要

望
に
つ
い
て
、
県
や
産
廃

業
者
に
要
請
を
し
て
い
く
。

問　

平
成
26
年
４
月
に
杵

島
商
高
、
白
石
高
、
佐
賀

農
高
３
校
に
対
す
る
「
杵

島
地
区
高
校
の
再
編
を
考

え
る
会
」
が
発
足
さ
れ
、

５
月
に
県
へ
要
望
書
が
提

出
さ
れ
た
。
県
教
育
委
員

会
は
杵
島
商
高
と
白
石
高

校
を
統
合
再
編
し
、
佐
賀

農
高
は
当
面
、
単
独
存
続

と
な
る
方
針
を
示
し
た
。

要
望
通
り
に
な
ら
な
く
て

会
が
解
散
と
な
っ
た
そ
の

理
由
は
。

町
長　

当
面
３
校
の
校
舎

を
使
用
す
る
こ
と
な
ど
か

ら
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た

の
で
解
散
と
な
っ
た
。
今

後
は
各
校
の
同
窓
会
を
中

心
に
要
望
活
動
を
し
て
も

ら
い
た
い
。

上小田地区の振興について

守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
環
境
汚
染

町
長　

地
元
の
意
見
や

要
望
を
県
や
産
廃
業
者

に
要
請
し
て
い
く

高
校
再
編
整
備
実

施
計
画
に
対
し
て

町
の
姿
勢
は

町
長　

同
窓
会
を
中

心
に
要
望
活
動
を
し

て
も
ら
い
た
い

地域の人の寄り合い処「おへそのおへそ」（石原）



商工会青年部PRコーナー

江北町商工会青年部では、江北町の商工業の発展、地域貢献のための活動に意欲的に取り組ん
でいます。部員ひとりひとりを紹介しますので、町で見かけた時は、声を掛けてくださいね。
①氏名（役職）　②年齢　③事業所名（業種）　④事業所所在地（居住地区）　⑤TEL

地元の皆様のおかげで創業103年目を迎えることが
できました！今後ともよろしくお願いいたします。

①峰　一智
②３４歳
③㈱峰組（土木建築工事業）
④新宿区（佐賀市）
⑤86-3477

家庭の不要になった金属の持込み歓迎です。
　　　　　　お気軽にお問い合わせください。

①谷口　卓
②３０歳
③西村商会（非鉄金属スクラップ卸売業）
④観音下区（佐賀市）
⑤86-2208

配管資材の事はお任せください。
江北の皆様、よろしくお願いいたします！

①江﨑　舞
②３１歳
③㈲江﨑管材（配管資材卸売業）
④観音下区（宿区）
⑤86-5457

町の電気工事店です。
　　　　　電気の事ならお任せください♪

①田中　剛
②３３歳
③田中電気住設（電気工事業）
④東分区（東分区）
⑤86-2775

三代目として頑張っています。
　　　　　　　お気軽にお問い合わせください。

①黒岩　慎吾
②３１歳
③魚正（飲食業）
④新宿区（大町町）
⑤86-4351

ご来店お待ちしています。
　　　　お気軽にお問い合わせください。

①井上　絵美
②２９歳
③菜酒処　がや我家（飲食業）
④宿区（祖子分区）
⑤86-2584

照らす！江北！出会いに感謝♪

青年部員募集中！
商工会青年部では、部員を絶賛募集中です！
45歳以下の事業者で、入部に関心がある方は、

江北町商工会（0952-86-2151）までお気軽にお問い合わせください。
一緒に江北町を盛り上げましょう♪

平成25年度青年部員増加
運動にて、増加人員および
新入部員数佐賀県第１位
を達成しました。
その記念として、江北小学
校に一輪車を15台寄贈し
ました。

議会だより

各
常
任
委
員
会
Ｑ
＆
Ａ

16広
報こうほく 議会だより

■
一
般
会
計
補
正
予
算
歳

入
歳
出
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
，

６
４
２
万
８
千
円
を
追
加

し
、
51
億
１
，
８
５
３
万

６
千
円
と
す
る
。

Ｑ　

卒
業
祝
い
金
に
つ
い

て
、
今
回
特
別
支
援
学
校

に
通
う
生
徒
も
対
象
に
す

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
江

北
町
在
住
者
す
べ
て
に
支

給
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

学
級
数
が
減
ら
な
い

よ
う
に
生
徒
数
を
確
保
す

る
為
の
祝
い
金
で
も
あ
る
。

他
校
に
通
っ
て
い
る
生
徒

は
対
象
に
な
ら
な
い
。

Ｑ　

祝
い
金
と
学
級
減
を

結
び
つ
け
る
の
は
お
か
し

い
の
で
は
。

Ａ　

町
と
し
て
も
教
育
環

境
の
整
備
に
は
特
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
学
級
数
及

び
教
員
の
確
保
に
努
力
を

し
て
い
る
。

Ｑ　

無
料
駐
車
時
間
延
長

を
公
募
の
時
に
ど
の
よ
う

な
説
明
を
し
た
の
か
。

Ａ　

申
請
者
３
社
が
揃
っ

た
時
点
で
、
無
料
駐
車
時

間
が
30
分
延
長
に
な
り
利

用
料
が
年
間
18
万
円
減
に

な
る
と
説
明
し
た
。

Ｑ　

１
時
間
無
料
で
あ
れ

ば
駐
車
整
理
券
は
必
要
で

な
い
の
で
は
。

Ａ　

駐
車
整
理
券
は
料
金

だ
け
で
な
く
、
駐
車
台
数

の
管
理
も
あ
る
。
今
後
大

き
な
行
事
の
時
は
委
託
管

理
者
と
協
議
し
検
討
す
る
。

Ｑ　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
選
考

に
つ
い
て
は
経
費
削
減
を
重

要
視
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

条
例
に
基
づ
き
採
点

項
目
を
決
定
し
、
企
画
立

案
型
に
よ
り
各
社
が
提
案
。

総
合
評
価
方
式
に
よ
り
審

査
会
に
て
決
定
さ
れ
た
。

Ｑ　

海
洋
セ
ン
タ
ー
フ
ェ

ン
ス
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
周

囲
の
フ
ェ
ン
ス
は
相
当
痛

み
が
あ
る
。
補
修
計
画
は
。

Ａ　

補
修
す
る
よ
う
今
、

財
政
と
協
議
し
て
い
る
。

Ｑ　

町
内
在
住
で
町
内
保

育
園
に
預
け
た
い
が
入
園

を
断
ら
れ
た
と
い
う
声
を

聞
く
が
状
況
は
。

Ａ　

保
育
に
欠
け
る
要
件
、

未
満
児
ク
ラ
ス
の
部
屋
の

面
積
及
び
保
育
士
の
必
要

量
に
よ
り
、
受
け
入
れ
が

で
き
る
か
ど
う
か
判
断
し
、

入
園
の
受
け
入
れ
を
し
て

い
る
。
現
在
、
保
育
士
が

不
足
し
て
い
る
。

Ｑ　

本
町
は
子
育
て
支
援

に
力
を
い
れ
て
い
る
の
に

入
園
で
き
な
い
幼
児
が
い

る
と
聞
い
た
。
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
一
時
預
か
り
と
の

協
議
の
場
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

各
事
業
所
を
集
め
て

説
明
し
て
い
る
。

Ｑ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
が
、
老
人

福
祉
と
保
育
は
一
緒
に
で

き
な
い
と
聞
い
た
が
。

Ａ　
「
一
時
預
か
り
」
は
社

会
福
祉
事
業
と
し
て
で
き
る
。

保
育
所
事
業
を
す
る
場
合
は

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
切

り
離
す
必
要
が
あ
る
。

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

Ｑ　

農
集
区
域
内
の
新
規

住
宅
の
接
続
は
ど
う
な
る

か
。

Ａ　

一
戸
建
て
住
宅
は
接

続
で
き
る
が
ア
パ
ー
ト
等
は

合
併
浄
化
槽
で
対
応
す
る
。

■
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

Ｑ　

昨
年
と
比
べ
収
益
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

最
近
節
水
型
の
器
具

が
普
及
し
て
お
り
、
使
用

水
量
が
減
っ
た
の
で
収
益

は
落
ち
込
ん
で
い
る
。

■
臨
鉱
ポ
ン
プ
等
維
持
管

理
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

Ｑ　

２
，
７
５
０
万
円
の

補
正
の
中
身
は
。

Ａ　

国
債
の
一
部
運
用
に
よ

る
財
産
収
入
で
あ
り
、
臨
鉱

ポ
ン
プ
基
金
に
積
立
て
る
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

Ｑ　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

事
業
の
基
準
は

Ａ　

延
長
２
ｍ
以
上
の
橋

梁
に
つ
い
て
５
年
ご
と
に

点
検
す
る
。

Ｑ　

機
構
集
積
協
力
金
交

付
事
業
と
は
。

Ａ　

農
業
者
で
リ
タ
イ
ヤ

し
た
り
、
経
営
転
換
す
る

場
合
、
ま
た
農
地
を
10
年

以
上
機
構
に
貸
し
付
け
た

場
合
貰
え
る
交
付
金
。
50

ａ
以
下
は
30
万
円
、
２
ha

以
下
は
50
円
、
２
ha
超
は

70
万
円
で
あ
る
。

■
江
北
町
ふ
れ
あ
い
物
産

館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

Ｑ　

今
後
も
公
募
に
よ
ら

な
い
選
定
を
行
う
の
か
。

Ａ　

町
農
産
物
の
地
産
地

消
を
図
る
目
的
で
、
行
政

主
導
で
あ
り
「
だ
い
ち
の

家
」
運
営
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、
直
売
所
の
運
営
を

行
っ
て
来
た
。
運
営
協
議

会
が
存
続
す
る
限
り
同
者

と
契
約
を
結
び
た
い
。

■
江
北
町
子
育
て
支
援
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て（
賛
成
多
数
）

中
学
校
の
卒
業
祝
い
金
に

つ
い
て
特
別
支
援
学
校
を

卒
業
す
る
生
徒
の
保
護
者

も
対
象
と
す
る
も
の
。
全

員
賛
成
に
な
ら
な
か
っ
た

の
は
本
町
在
住
の
卒
業
生

全
員
に
支
給
す
べ
き
と
の

意
見
が
あ
っ
た
為
。

■
江
北
町
ふ
れ
あ
い
物
産

館
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

　

指
定
管
理
委
託
料
を
５

７
２
万
４
，
０
０
０
円
に

改
定
す
る
も
の
。

■
佐
賀
の
へ
そ
・
ふ
れ
あ

い
交
流
セ
ン
タ
ー
及
び
江

北
町
保
健
セ
ン
タ
ー
の
使

用
料
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て　
　
（
全
員
賛
成
）

　

駐
車
料
金
の
無
料
時
間

帯
を
30
分
か
ら
１
時
間
に

延
長
す
る
も
の
。

各
常
任
委
員
会 

Ｑ
＆
Ａ

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会

条
例
改
正



商工会青年部PRコーナー

江北町商工会青年部では、江北町の商工業の発展、地域貢献のための活動に意欲的に取り組ん
でいます。部員ひとりひとりを紹介しますので、町で見かけた時は、声を掛けてくださいね。
①氏名（役職）　②年齢　③事業所名（業種）　④事業所所在地（居住地区）　⑤TEL

地元の皆様のおかげで創業103年目を迎えることが
できました！今後ともよろしくお願いいたします。

①峰　一智
②３４歳
③㈱峰組（土木建築工事業）
④新宿区（佐賀市）
⑤86-3477

家庭の不要になった金属の持込み歓迎です。
　　　　　　お気軽にお問い合わせください。

①谷口　卓
②３０歳
③西村商会（非鉄金属スクラップ卸売業）
④観音下区（佐賀市）
⑤86-2208

配管資材の事はお任せください。
江北の皆様、よろしくお願いいたします！

①江﨑　舞
②３１歳
③㈲江﨑管材（配管資材卸売業）
④観音下区（宿区）
⑤86-5457

町の電気工事店です。
　　　　　電気の事ならお任せください♪

①田中　剛
②３３歳
③田中電気住設（電気工事業）
④東分区（東分区）
⑤86-2775

三代目として頑張っています。
　　　　　　　お気軽にお問い合わせください。

①黒岩　慎吾
②３１歳
③魚正（飲食業）
④新宿区（大町町）
⑤86-4351

ご来店お待ちしています。
　　　　お気軽にお問い合わせください。

①井上　絵美
②２９歳
③菜酒処　がや我家（飲食業）
④宿区（祖子分区）
⑤86-2584

照らす！江北！出会いに感謝♪

青年部員募集中！
商工会青年部では、部員を絶賛募集中です！
45歳以下の事業者で、入部に関心がある方は、

江北町商工会（0952-86-2151）までお気軽にお問い合わせください。
一緒に江北町を盛り上げましょう♪

平成25年度青年部員増加
運動にて、増加人員および
新入部員数佐賀県第１位
を達成しました。
その記念として、江北小学
校に一輪車を15台寄贈し
ました。
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　春先は、空気がもっとも乾燥し風が強く火災が起こりやすい季節です。
火の取り扱いには十分注意しましょう。また、住宅火災での逃げ遅れによ
る死者を無くすため、住宅用火災警報器を設置されていないお宅は住宅用
火災警報器を設置しましょう。

【お問い合わせ】
　　こどもセンターうるる　電話　６５－１２６５

２月のうるるカレンダー
日
1
8
15
22

月
2
9

16（読み聞かせ）
23

火
3
10
17
24

水
4
11
18
25

木
5
12
19
26

金
6（ふれあい遊び）
13（ひな祭り製作）

20（親子講座）
27（誕生会）
30（誕生会）

土
7

14( 大縄跳び大会）
21

28（バドミントン）
31絵本読み聞かせ

ぴよぴよルーム
うるるんキッズ

絵本読み聞かせ
第３月曜日（10:30～11:00） 　◎対象：未就園児

うるるんキッズ

ぴよぴよルーム
毎週金曜日（10:00～11:30）　◎対象：満１歳～未就園児

１２月２４日～１月８日は冬休み児童クラブでした☆
今年は１０人の子どもたちが児童クラブを利用しました。
長期休みは１日中児童クラブのため、どうしても引きこもりがち・・・
何か子供たちが喜んで思い出になるような事をしたい！と
私たち見守り隊は考えました。
ちょうどクリスマスとお正月２つの行事が重なったので、パンケーキを作ったり、
ビンゴ大会をしたり、凧揚げをしたり、お餅を食べたりと、行事を満喫！
また、様子を見に地域の方が子供たちへのお土産を持って遊びに来てくださいました。
本当にありがとうございました。

子供たちも、４月には学年が上がり、少しお兄さんお姉さんになります。
しっかり勉強してしっかり遊んで、今年も元気一杯過ごせますように・・。

地域おこし協力隊通信

第２・４土曜日（14:00～16:00）　◎対象：小学１年～６年生

　　　親子で遊ぼう !!
親子で触合って遊びながら、子
育てのお話を聞いてみませんか？
　　　　　内　容
日時：２月 20 日（金）10:15 ～
講師：上野真理先生
対象：未就園児親子
　※申込不要です

髙塚・村元

まもなく春の全国火災予防運動期間です

※住宅用火災警報器の悪質な訪問販売にはご注意ください！
お問い合わせ　白石消防署　予防係　TEL 84-3583

期間 ： 3月 1日（日）～3月 7日（土）
消すまでは

　心の警報

　ON のまま
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　最近、ごみ・資源物が間違って出されている事が増えてきました。以下の事項に
気をつけていただくようお願いします。

【お問い合わせ】　江北町役場環境課　TEL：0952-86-5617

※間違って出された場合は、収集できませんのでご注意ください。

◎資源物の種類と出し方について

◎粗大ごみについて
○粗大ごみ１個につき、１枚１００円のシールを貼って出してください。

ペットボトル

白色トレー

古着

新聞・雑誌・段ボール
紙製容器包装

飲料用紙パック（牛乳パックなど）

ラベルとキャップをはずして軽く
すすいで、町指定ペットボトル用袋
に入れて出してください。

レジ袋等に入れて出してください。

町指定ペットボトル用に入れて出
してください。

種類ごとに紙ひもで十字に縛って
出してください。

種　　類 出　し　方

◎容器包装プラスチックについて
○町指定容器包装プラスチック用袋に入れて出してください。
○　 のマークがついているもの。
★資源物・粗大ごみ・容器包装プラスチックは、各地区で収集場所が決まっています。
　最終ページくらしのカレンダーをご確認のうえ、お間違えのないようにお願いします。

○ 町指定以外の袋では出さないでください。
○ 資源物と粗大ごみは、収集場所と収集日が決まっています。
○ 資源物と粗大ごみの収集場所は、各地区に１か所ずつ設けています。

ごみ・資源物についてのお願い

19 広
報こうほく



種　別
香　典
供　花

その他
合　計

件　数
0
0

6
7件

支出額
0
0

御　祝 1 3,000
96,318
99,318

（円）

※その他についてはイベント協賛金等です。
（平成26年10月～平成26年12月分）

町　長
交際費

平成26年度

佐賀県後期高齢者医療広域連合から「ジェネリック医薬品」に関するお知らせ
　佐賀県後期高齢者医療広域連合では、現在服用されているお薬をジェネリック医薬品（後発医薬品）に
切り替えられた場合に、お薬代の自己負担額をどのくらい軽減できるか試算した差額通知ハガキを「ジェ
ネリック医薬品に関するお知らせ」として、平成 27年 1月 30日に発送しています。

　住民基本台帳法第11条第３項及び第11条の２第12項並びに住民基本台帳の一部の写しの閲覧及び住民
票の写し等の交付に関する省令第３条の規定に基づき、下記のとおり公表いたします。

○ 通知の対象となる方
該当月に処方された先発医薬品をジェネリック医薬品に切り替えられた場合に、1ヶ月あたりの自己負担
額の軽減が一定額以上見込まれる方が対象となります。※必ずしも全員の方に届くわけではありません。

○ 通知の記載内容について
　１．お薬代にかかった金額のみ表示しています。
　　　実際の窓口でのお支払いには、技術料・管理料等の別費用が含まれていることがあります。
　２．ジェネリック医薬品に切り替えるとお薬代が安くなる可能性があることをお伝えするもので、切り替
　　　えを強制するものではありません。

○ ジェネリック医薬品とは？
ジェネリック医薬品は、最初に作られたお薬（先発医薬品）の特許が切れた後に販売される医薬品です。
先発医薬品と同等の有効成分・効能・効果をもつ医薬品ですが、まったく同一というわけではありません。
ジェネリック医薬品を希望される場合、まずは、かかりつけの医師・薬剤師へご相談ください。

○ お問い合わせ窓口
通知書に関するお問い合わせ専用窓口「国民健康保険中央会コールセンター」を設けています。
通知書裏面にコールセンターのフリーダイヤルが記載されていますので、ご利用ください。

【お問い合わせ先】　佐賀県後期高齢者医療広域連合　業務課 給付係　電話番号 0952－64－8476

住民基本台帳の一部の写しの閲覧に関する公表

（平成25年11月１日から平成26年10月31日まで）

☆お問い合わせ先　町民課　総合窓口係（℡８６－５６１３）

平成25年12月20日 30件

閲覧件数閲 覧 範 囲閲覧目的閲覧請求者閲　覧　日

学校法人自治医科
大学

疫学研究：健康と
運動器症状につい
てのアンケートの
対象者抽出

大字佐留志
40歳以上79歳以下の男女

平成26年４月23日 50件自衛隊佐賀地方
協力本部

自衛官の募集に判
う事務の遂行

町内全域の平成8年4月2日～
平成9年4月1日生まれの男女
平成11年4月2日～平成12年4月
1日生まれの男

20広
報こうほく



豚ロース………200ｇ
パイナップル…20ｇ
油………………小さじ１
だし汁…………1カップ
みりん…………大さじ１
しょうゆ………大さじ２
大根……………300ｇ
大根葉…………適宜

① パイナップルはすりおろしたり叩いたりして小さくしておく
　（キウイ・梨・りんごもよいが缶詰は効果がない）
② 豚肉は食べやすい大きさに切っておく
③ ①を肉にまぶして３０分くらいおく
④ 大根はいちょう切りに、葉は茹でておく
⑤ 鍋に油をひき大根を炒め、肉もいれ軽くいたまったら、だし
　 汁を入れ、煮立ったら調味料を入れ、煮詰まるまで炊く 
⑥ 大根葉をかざる

やわらか豚肉と大根の煮物

高齢者の食事　～介護予防の食事～②　肉も食べよう

材料（4人分）
簡単なので作って

みてください

　前月に引き続き高齢者の食事についてです。高齢者の3割～4割は栄養不足だと言われています。健
康そうに見えても、たんぱく質が不足している方が多く、70代では４人に1人80代では2人に1人は
足りていません。骨の５割、筋肉の９割がたんぱく質でできており、足りないと、身体の組織から分
解して必要量を補おうとします。つまりたんぱく質が不足すると老化が進むことになります。どのよ
うな食事をすればよいのか具体的に書いていきたいと思います。あっさりした魚や大豆製品を好む方
が多いのですが肉には豊富な蛋白質と鉄分を含むものが多いので積極的にとりましょう。
　魚と肉は1対１が理想だと言われています。豚ヒレ・ささみはやわらかく脂肪が少なく食べやすい
です。

　またヨーグルト・ワイン・塩こうじ・たんぱく
質を分解する果物（パイナップル・なし・キウ
イ・りんご・パパイヤなど）に漬けこむと軟らか
くなります。その他高齢になってくると味覚が低
下して濃い味を好むようになったり、のどの渇き
に気づきにくくなるので気をつけましょう。
レシピを一つ紹介します。

①魚・肉・卵・大豆製品を朝・昼・晩毎食食べましょう
②食欲がない時はおかずから食べましょう
③野菜・果物・乳製品も忘れずに食べましょう
④水分不足に注意しましょう。　
⑤食事はできるだけ1人ではなく複数で食べる環境を
　作りましょう

　町では、一定の年齢に達した対象の方に対し「子宮頸がん、または乳がん検診無料クーポ
ン券」を8月下旬に郵送しました。
　この無料クーポン券の有効期限（平成27年2月28日まで）が近づいています。
 クーポン券をお持ちの方で、まだ受診されていない方はお早めに指定医療機関に予約をお
願いします。有効期限終了間際になると、予約が混雑し受診できない場合がありますので、
ご注意ください。

お問い合わせ　江北町保健センター　℡ ７１－６３２４

子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン券の対象の皆さん
有効期限が迫っています！

お急ぎ
ください！
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白
石
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

☆
応
急
手
当
講
習
会
定
期
開
催
　
〜
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
利
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
な
ど
〜

■
日
時
　
２
月
26
日（
木
）14
時
〜
15
時

■
場
所
　
白
石
消
防
署
　
会
議
室
　
■
申
込
締
切
　
２
月
22
日（
日
）

■
対
象
　
町
内
在
住
の
中
学
生
以
上
の
方
　
■
定
員
　
先
着
10
人

☆
１
日
消
防
士
体
験
　
〜
親
子
で
消
防
士
〜

■
日
時
　
３
月
７
日（
土
）10
時
〜
12
時

■
場
所
　
白
石
消
防
署
敷
地
内
　
■
申
込
締
切
日
　
２
月
26
日（
木
）

■
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

　
講
習
会
、体
験
会
ど
ち
ら
も
白
石
消
防
署
　
庶
務
係
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

８
４-

３
２
８
２

※

災
害
及
び
警
報
が
発
生
し
た
時
は
、い
ず
れ
も
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
遺
言
と
成
年
後
見
制
度
」の
説
明
会
開
催
の
ご
案
内

　
後
見
人
、保
佐
人
、補
助
人
な
ど
の
成
年
後
見
制
度
と
任
意
後
見
制
度
の
利
用
方
法
、遺
言

書
の
作
り
方
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

個
別
相
談
も
可
能
で
す
。ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
11
日（
水
）10
時
〜
12
時

■
場
所
　
ア
バ
ン
セ
４
階
　
第
１
研
修
室（
佐
賀
市
） 

■
定
員
　
50
名
　
■
参
加
料
　
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ
　（
公
社
）成
年
後
見
セ
ン
タ
ー・リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
賀
支
部
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
５
２-

２
９-

０
６
２
６

※

毎
週
火
曜
日
18
時
〜
19
時
30
分
ま
で
成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言
に
つ
い
て
電
話
無
料
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
５
２-

２
９-
０
６
３
５
）

佐
賀
県
司
法
書
士
会
　県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

　
不
動
産
の
相
続
・
売
買
・
贈
与
・
会
社
設
立
・
役
員
変
更
な
ど
の
登
記
供
託
・
債
務
整

理
・
成
年
後
見
・
遺
言
・
各
種
裁
判
手
続
な
ど
、
司
法
書
士
業
務
全
般
に
関
し
て
の
ご
相

談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。
予
約
不
要
で
す
。

■
日
時
　
２
月
21
日
（
土
）
10
時
〜
15
時

■
場
所
　
ア
バ
ン
セ
４
階
　
第
３
研
修
室
（
佐
賀
市
）

　
　
　
　
武
雄
市
役
所
１
階
会
議
室
（
武
雄
市
）

■
電
話
相
談
　
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
５
２-

４
０-

２
２
２
０
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
５
２-

２
９-

０
６
３
５

■
お
問
い
合
わ
せ
　
佐
賀
県
司
法
書
士
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
５
２-

２
９-

０
６
２
６

暮
ら
し
の
情
報
ボ
ッ
ク
ス

ビッキーのビッキーの

か
わ
ら
版

か
わ
ら
版

編
集
後
記

　
新
し
い
年
が
始
ま
っ
て
１
か
月
が
経

ち
ま
し
た
。

　
こ
の
１
か
月
の
間
で
、
古
川
康
前
知

事
の
辞
職
に
伴
い
、
新
し
く
山
口
祥
義

知
事
が
選
出
さ
れ
る
な
ど
、
佐
賀
県
で

は
大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　
江
北
町
で
は
、
１
月
４
日
に
成
人
式

が
開
催
さ
れ
、
１
２
４
人
が
成
人
の
門

出
を
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

　
担
当
と
し
て
成
人
式
を
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
く
の
も
２
回
目
と
な
り
ま
す
が
、

笑
顔
は
勿
論
の
こ
と
、
頼
も
し
い
表
情

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
み
な
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の

ご
活
躍
を
、
心
よ
り
応
援
し
て
い
ま
す
。

私
は
社
会
人
と
し
て
良
い
お
手
本
に
は

な
れ
ま
せ
ん
が
、
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
！

　
と
こ
ろ
で
、
実
は
江
北
町
、
新
成
人

の
数
が
近
年
増
加
傾
向
で
す
。

　
２
年
前
は
１
０
６
人
、
去
年
は
１
２

０
人
、
今
年
は
１
２
４
人
。

　
本
書
巻
頭
の
ま
ち
の
人
口
を
ご
覧
に

な
っ
て
い
た
だ
く
と
、
去
年
と
同
月
比

で
ま
ち
の
人
口
も
増
え
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　
増
加
の
主
な
原
因
は
、
転
入
が
転
出

を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
出
生

も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
こ
と
は

確
か
で
す
。

　
人
口
減
少
社
会
の
中
、
人
口
９
０
０

０
人
台
後
半
を
維
持
し
て
い
る
江
北
町

（
住
民
基
本
台
帳
基
準
）。
毎
月
集
計

さ
れ
て
い
る
県
内
人
口
増
加
率
に
お
い

て
ベ
ス
ト
５
に
入
る
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
す
。

　
地
味
に
凄
い
な
〜
と
感
じ
て
い
る
こ

と
な
の
で
、
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

き
た
き
た
く
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
光

【お問い合わせ】　江北町役場総務企画課商工情報係　0952-86-5612
　　　　　　　　佐賀県消費生活センター　　　　　0952-24-0999

※開催日や会場は変更になっている場合があります。
　お手数ですが、それぞれのお問い合わせ先までご確認ください。

消費生活相談日カレンダー
2月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

3月　（※4回開催）
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22

29

23 24 25 26 27 28

30 31
江北町 大町町 白石町

江北町消費生活相談のご案内

相　談　日

江北町
日時：火曜日（カレンダー参照）
10時～16時（12時～13時は昼休み）
場所：江北町公民館１階　談話室
　　　TEL　0952-86-5612
当日は、電話での相談も受け付けております。

「消費生活相談」とお伝えください。

他の町でも相談できます（※）

白石町・大町町
日時：水曜日・木曜日（カレンダー参照）
　　　10時～16時（12時～13時は昼休み）
場所：白石町役場１階　相談室１
　　　TEL　0952-84-7121
　　　大町町役場１階　第３会議室
　　　TEL　0952-82-3151

江北町の開催日は火曜日です（月に３回）

22広
報こうほく



いきいき健康カレンダー

※武雄地区休日急患センター
・診察時間：午前9時～午後5時（日曜・祝日）　　小児夜間救急（診療）：午後7時～午後9時（土曜・日曜・祝日）

新着本おすすめ

『だるまさんがころんだら』

『にょきにょきパッチンつめのひみつ』

『十二支のどうぶつ小噺』

『ねこざかなとイッカクくん』

『よるです』

●随時、新しい本が入ってきています。新着本など、本の検索は
ネイブルのホームページからでもできますので、どうぞご利
用ください。

●リクエストも受付けております。お気軽にカウンターまでど
うぞ。

●毎月第３土曜日におはなし会を行っています。
　次回は2月21日（土）午後２時からです。　　　　　　
●ネイブルからのお願い：本を借りる人は、バッグをご持参下

さい。

絵　本

『あなぐまアパート』
あんびる やすこ・作・絵

はんだ  みちこ・作

中山  成子・絵

川端  誠・作

わたなべ  ゆういち・作・絵

ザ・キャビンカンパニー・作・絵 
他

2月

10火

12木

17火

19木

20金

20金

26木

デイケア　ゆとり

2歳半歯科検診

ベビーとママのにこにこ教室

2ヵ月児相談

健康相談

乳児健診

離乳食教室

９:５0～10:00

13：00～13：15

9:45～10:00

9:30～  9:45

9:30～10:30

13:00～13:15

10:15～10:30

10:00～12:0０

13：00～15：00

10:00～11:30

9：45～11：00

9:30～11:00

13:00～15:00

10:30～12:00

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

事 　 業 　 名 受付時間 時間帯 場　所

『栄養素キャラクター図鑑』

『世界の見方が変わる「数学」入門』

『おとのさま、ひこうきにのる』

『ねこ探！ねこもしゃべれば事件にあたるの巻』

児童書

『東京駅をつくった男』
大塚 菜生・著

田中  明・監修

桜井  進・著

中川  ひろたか・作

村上  しいこ・作

『はじめての哲学・宗教』

『情報を生み出す触覚の知性』

『社会への出かた　就職・学び・自分さがし』

『図書館奇譚』

『いちばん近くて遠い』

一般書

『ちょっと具合のよくない
ときの体操』

清水 聖志人・監修

相澤  理・著

渡邊  淳司・著

白井  利明・著

村上  春樹・著

小手鞠  るい・著

図書コーナーより

白石消防署管内　日曜・祭日在宅医当番予定表
月

2

日

1

8

11

15

22

日
日

水：建国記念の日
日
日

0952-84-2842
0952-84-2155
0952-86-2533
0952-86-3013
0954-65-3129

0952-82-3161
0952-84-2656
0954-65-3129
0954-65-2066
0952-86-2070

有明医院（白石町）
吉村医院（白石町）
古賀小児科内科病院（江北町）
武岡病院（江北町）
高島病院（白石町）

順天堂病院（大町町）
重村医院（白石町）
高島病院（白石町）
有島クリニック（白石町）
古賀病院（江北町）

曜日
当番施設名 電話番号 当番施設名 電話番号

内　　　　　科 外　　　　　科
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日 月 火 水 木 金 土

24 25 26 27 2822 23

17 18 19 20 2115 16

10 11 12 13 148 9

3 4 5 6 71 2

可燃物 可燃物 容器包装プラスチック

容器包装プラスチック

容器包装プラスチック

容器包装プラスチック

不燃物

資源物

資源物

資源物

可燃物
不燃物
可燃物

可燃物 可燃物可燃物 可燃物

可燃物 可燃物不燃物
可燃物

不燃物
可燃物

可燃物 可燃物可燃物 可燃物

・女性のための巡回相談 ・心配ごと相談日

・県内一周駅伝

・高校生ケーキカフェ
 サノ・ボヌール

・心配ごと相談日
  および行政相談日
・ふれあいウォーキング

・消費生活相談日 ・無料法律相談
 （前日までに要予約）

・消費生活相談日

・消費生活相談日・日曜役場
・ふるさとクリーンデー

2015年2月くらしのカレンダー

A地区指定日
新宿、土元、門前、
東分、西分、花祭、
高砂、上惣、宿（バ
イパス南を含む全
地区）

B地区指定日
観音下、石原、新
町、上区、岩屋、岳、
鹿ノ口、白木、平
山、仲町、浪花町、
日ノ出

C地区指定日
上分、下分、野口、
下惣、馬場、祖子
分、江口、正徳、八
北、八中、八南、東
区、大西、南郷

★２月は、資源物回収となっていま
す。回収日が、雨天の場合は、翌週の
木曜日に延期になります。なお、容器
包装プラスチックにおいては、雨天
の場合も収集しますので、お間違え
のないようにお願いします。

BC地区
共通

リ
N
o.261

編
集
発
行
／
江
北
町
役
場
総
務
企
画
課
　〒849 -0592 

佐
賀
県
杵
島
郡
江
北
町
大
字
山
口1651

番
地1

　TEL 0952 -86 -5612  FAX 0952 -86 -2130

　発
行
日
／
平
成
27
年
2
月
1
日
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報
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・生ごみの水分はよく切りましょう。ごみ減量化にご協力お願いします。
・町指定のごみ袋に氏名・区名のご記入をお願いします。
・買い物には、マイバッグを持参しましょう。
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